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イ
ヒ

f
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ

飯
田
天
神

融

珠

洲
郡
一

す
る
包
搭
で
、務
政
時
代
町
宿
甥
で
あ
っ
た
。能
笠
名

阪
出
に
鎮
座
し
て
、
今
春
日
神
社
と
冊
僻
し
て
居
る
。

一
跡
芯
に
、
『
家
政
九
十
軒
評
。
安
に
飯
山
川
あ
り
。
諒

承
剛
山
川
口
沼
町
式
内
等
部
枇
杷
に、
『
阪
国
夫
-
紳
枇
。
阪

一
一は
組
中
水
克
の
庄
輸
出
村
訂
越
よ
り
流
れ
て
、
刑制同

一間
郷
似
凶
村
田
副
郎
6

栴
』渡
脳
天
跡
。』

と
あ
る
が
、

一
の
向
へ
入
る
也
よ
と
あ
る
。
叉
元
職
十
四
年
の
郷
村

点
字
の
包
上
に
は
、『
印
刷
春
日
大
明
耐
、
縁
起
征
之

一
名
義
抄
に
、
村
告
は
古
音
山
犬
が
多
く
m
町
た
か
ら
、

政
共
初
知
不
申
候
。
弘
長
元
年
に
平
朝
出
位
原
伊
諒

一
犬
山
と
絡
し
た
も
の
ム
判
誌
で
あ
る
と
い
ふ
が
信
じ

守
と
巾
者
数
一
作
典
。
』
と
あ
っ
て
、
も
う
抑廿
日
副
に
な

一
ら
れ
ぬ
。
前
川
利
市
訟
の
初
め
て
能
常
に
入
っ
た
時
絞

っ
て
日
る。

一
山
に
日
た
が
、
そ
の
地
に
良
弁
水
を
得
な
か
っ
た
の

イ
ヒ
ダ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン

飯
田
牟
左
衛
門
四
一内

一
で
や
が
て
抑
制
限
に
移
っ
た
と
侍
へ
る
が
、
そ
の
飯
山

石
を
鎖
し、

御
Mm
組
組
に
妊
し
、
正
一徳
四
年
裂
。

子

一
の
似
と
い
ふ
も
の
は
、
古
卓
也
記
訴
に
倣
山
か
ら
四
町

孫
悦
々
滞
に
仕
へ
た
o

一
許
附
で
大
恕
寺
と
い
」
寺
島
収
で
あ
る
と
し
、

大
慈

イ
ヒ
ダ
ヤ
ガ
マ

飯
田
屋
黛

J
Z、
ヤ
モ

l
ヤ
ガ

司
寺
は
父
大
施
寺
と
も
大
甲
山
寺
と
も
併
へ
る
が
、
裂
す

マ
宮
本
屋
然。

一
る
に
ザ
代
町
舗
で
あ
る
。

イ
ヒ
ダ
ヤ
ハ
チ
ロ
エ
モ
ン

飯
田
屋
八
郎
右
衛
門

一

イ
ヒ
ノ
ヤ
マ
ガ
ハ

銀
山
川

Hυ
ヤ
マ
用
羽
咋
郡

八
郎
と
も
い
ふ
。宮
本
屋
町
田
に
従
事
し
た
刷
出刷
工
で
、
一
官
泊
り

ゴ
ヨ
マ
ッ
山
に
恋
し
、
同
じ
〈
官
他
の
そ
ジ

大
山
市
寺
の
人
。
前
向
]糸
の
修
制
を
総
け
、
由
来
の
工

一
ナ
オ
!
山
に
設
す
る
川
代
川
、
日
池
の
後
谷
に
渡
す

夫
に
よ
る
赤
色
削
料
に
金
影
を
加
へ
て
、
制
釧
な
る

一
る
女
松
川、

榊
子
似
の
叫
組
本
谷
に
渡
す
る
日
比
m
川、

司判断
を
施
し
た
o
院
に
之
を
入
郎
の
赤
結
節
制
手
又

一
跡
子
似
の
討
跡
山
に
設
す
る
白
剤
川
を
併
せ
、
飯
山

は
入
郎
子
と
も
黙
し
た
o
政
氷
加
年
七

A
十
四

M
凶

一
に
す
-
っ
て

ω知
川
を
分
一
献
し
、
本
統
は
袋
分
に
主
つ

十
八
以
を
以
て
四
位
。

一
て

ω知
仰
に
注
ぐ
。
抗
桜
十
二
粁
o
そ
の
分
抗
日出知

イ
ヒ
ダ
リ
ホ
ウ
飯
田
李
峰

新

七

と
椛
し
、
尼

一
川
は
千
代
町
に
て
一見
に
二
抗
に
分
か
れ
、

一を
四
町

狼
の
人
。
師
庵
又
は
字
的
と
蹴
し
て
問
宗
文
人
制
を

一
川
と
い
ひ
、
古
同
一町
に
主
っ
て
凸
知
お
に
入
旬
、
他
を

若
く
揃
い
た
。
明
治
初
年
間
引
か
ら
十
二
年
ま
で
珠
洲

一
包
門
出
川
と
呼
び
、
千
凶
に
於
い
て
亦
品
知
潟
に
入

郡
小
木
に
来
往
し
て
m
h
た
。

一
司令。

イ
ヒ
ヅ
カ

飯
塚

珠
洲
郷
正
院
郷
に
邸
す
る
部

一

昨
問
。
元
職
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に、
『
此
加
に
似
域

一

と
巾
探
有
之
に
付
、
村
名
に
結
成
問
巾
似
候
。
』
と
あ

一

司。。イ
ヒ
ヌ
マ
ス
ケ
ザ
エ
モ
ン

飯
沼
助
左
衛
門

安
元
年
前
出
利
市
に
召
出
さ
れ
て
、
係
同
五
十
訂

・

御
山
間
風
料
三
十
一ね
を
防
は
り
、

御
銭
抱
接
合
御
用
を

命
ぜ
ら
れ
、
元品開
四
年
後
。
子
孫
悦
々
滞
に
仕

へ
た
。

イ
ヒ
ノ
ヤ
マ
飯
山

村
り
期
制
的
郷

ω知
院
に
邸

イ
ヒ
l
l
イ
フ

民

イ
ヒ
ノ
ヤ
マ
シ
ン
メ
イ
グ
ウ

飯
山
紳
明
宮

げ

υ
A
Z
m刑
咋
榔
似
山
に
銀
座
す
る
。
点
官干の
由
緒

に
、『
υ(初
不
知
、
氏
子
兵
器
継
に
耐
御
正
体
一
枚
、

鹿
長
二
年
之
年
蹴
に
出
御
御
前
に
有
之
。
』
と
見
え
、

文
能
湾
総
に
は
、『
氏
紳
似
山
明
柳
は
山
手
に
枇
あ
hd

て
、
俗
説
入
居
十
四

H
祭
砲
に
て
町
中
前
宰
あ
り
。

此
訓
体
は
お
に
住
み
し
蛇
身
を
祭
。
し
紳
な
り
。』
と

砲
す
る。

落
。イ
ヒ
ヲ
イ
チ
ノ
ジ
ヨ
ウ

飯
尾
市
丞

養
失
九
郎

左
衛
門
は
政
臣
努
凱
に
仕
へ
て
千
五
百
石
を
食
み
、

臨
長
十
七
年
波
し
た
。
市
丞
は
大
坂
古
川
械
の
後
元
利

三
年
金
揮
に
来
り
、
同
六
年
に
妨
尉
長
泊
左
路
地
が

死
ん
で
、
枠
外
記
が
幼
少
で
あ
っ
た
か
ら
、
越
知
千

一二一
白
石
の
中
五
百
石
を
賜
は
っ
て
、
そ
の
代
香
を
勤

め
て
居
た
。
後
外
記
の
成
長
す
る
に
及
ん
で
之
を
返

還
し
、
市
丞
は
牢
人
に
な
っ
た
が
、
寛
永
十

一
年
前

田
光
高
に
召
出
さ
れ
て
、
天
和
三
年
に
死
ん
だ
。

子

孫
品
川
均
滞
に
仕
へ
る
。

イ
ヒ
ヲ
ソ
ウ
ギ
飯
尾
白
用
紙
=
一
僚
西
武
隆
公
杷

を
見
る
に
、
宗
祇
は
文
明
十
年
三
且
、
越
路
に
下
っ

て
、
笠
年
十
一
周
時
治
L
、
長
享
二
年
五
且
越
後
に

向
か
ひ
、
十
且
上
治
し
た
な
ど
h

い
ふ
か
ら
、
そ
の

伎
返
の
途
必
ず
加
却
を
泌
ぎ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

き
れ
ば
こ
そ
宗
祇
の
新
字
良
猿
に
、『
加
到
凶
山
川
三

河
守
許
の
曾
に
氷
室
を
、
み
こ
し
ぢ
や
み
や
こ
ぢ
か

く
は
ひ
む
ろ
山
。
お
な
じ
心
を
、
水
さ
む
き
山
を
ひ

む
ろ
の
名
楼
か
な
。
』
な
ど
、
見
え
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
津
田
臨
卿
の
石
川
前
古
港
記
に
山
河
=一
河
守
鉛

泣
の

こ
と
を
述
べ
て
、
『
彦
河
{
寸
寄
宿
=
種
玉
老
人
宗

祇
子
北
(
第
。サ
h

賞昌
失
策
-
唱
和

o
g見
n
飯
尾
宗
祇
宇

良
説
集
。
風
杭
越
山
山
崎
明
三
人
飽
牙
。』

と
記
す
る
が
、

こ
の
躍
の
句
は
現
存
の
字
良
誌
に
見
え
ぬ
o
x
w品文

八
年
板
津
穣
校
が
白
山
富
に
奉
納
し
た
法
祭
百
街
濁

吟
辿
紙
序
中
に
、
宗
抵
の
句
と
し
て
『
天
照
す
榊
の

は
h
そ
の
み
山
政
』
を
潟
げ
、
元
職
五
年
句
空
の
一
一
指

し
た
梓
限
集
に
も
、『
天
照
す
紳
の
は
ミ
そ
の
み
山
か

な
。
こ
れ
は
偲
問
、
宗
蔽
翁
白
山
部
頂
の
時
、
的
の

は
L
そ
に
よ
そ
へ
て
、
峰
の
伊
葬
舟
隼
た
る
こ
と
を

明
か
さ
れ
け
る
に
や
。
』
と
飽
し
、
同
じ
頃
の
加
能
組

金
砂
子
に
は
、
『
到
び
を
加
ふ
る
凶
の
白
き
山、

宗

蔽
』
と
殺
せ
、
平
保
元
年
石
川

mg，腰
に
迂
き
大

野
設
前
枇
の
前
宅
河
断
英
之
の
諮
い
た
信
田
庶
民
記

に、
『町一拡
に
っ
た
ふ
る
申
一
同
紙
法
耐
の
句
に、

依
人
の

み
や
の
こ
し
け
ん
お
そ
ざ
く
ら
。
』
と
し
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
ら
が
質
際
宗
祇
の
句
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
能
号
に
於
い
て
も
、
田仲山灰
に
あ
る
長
久
の

句
の

m
gに
、『二
包
を
打
地
問
品
と
い
」
所
に
い
た

り
ぬ
。
訟
や
こ
h

は
い
に
し

へ
宗
紙
法
師
の
訴
に
ま

じ
る
花
の
枝
と
詠
ぜ
ら
れ
し
を
忠
へ
ば
』
と
い
ひ
、

能
管
誌
に
は
そ
の
句
を
『
た
か
ば
た
け
と
て
も
た
か

る
る
さ
く
ら
か
な
』
と
し
て
仰

へ
て
ゐ
る
。

イ
フ
ウ

異
風

御
輿
鼠
は
銭
飽
の
修
練
を
郭
と

す
る
中
士
山
で
、
純
を
作
っ
て
ゐ
た
。
附

m白
披
問
答

に
、
斑

ホ
七
年
初
め
て
二
十
人
召
出
さ
れ
、
知
行
百

三
十
一
七
光
下
さ
れ
、一
一両
附
に
m
む
か
れ
た
と
あ
る
。
そ

の
姓
名
は
旅
か
で
な
い
が
、
十
九
年
に
武
臨
加
兵
衛

等
の
名
が
見
え
、
此
の
時
阪
に
三
十
一
自
の
拠
風
料
を

賜
は
っ
て
ゐ
る
。
見
文
年
間
に
主
つ
て
は
篠
嶋
少
右

衛
門
等
二
十
九
人
の
名
が
明
ら
か
で
あ
る
。
列
院
は

組
外
の
上
で
あ
っ
た
の
を
、
元
総
十
六
年
二
且
か
ら

そ
の
下
列
に
定
め
ら
れ
た
。
後
半
保
十
九
年
か
ら
呉

風
料
一=
十
一
台
は
裂
術
修
拙
酬
の
上
で
奥
へ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

イ
フ
ウ
コ
ガ
シ
ラ

異
風
小
頭

御
異
風
小
町
は

御
輿
風
中
か
ら
畑
山
任
せ
ら
れ
た
。
殴
安
二
年
到
上
勘

七
が
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
五
十
b
を
典
へ
ら
れ
た
の
が

起
阪
で
あ
ら
う
。

立
文
七
年
選
搬
彦
右
衛
門
之
に
任

ぜ
ら
れ
、
十
二
年
引
上
出
向
し
、
奴
年
小山
崎
揃
兵
衛
が

命
ぜ
ら
れ
た
o
A
の
後
一
旦
中
絶
し
た
が
、
平
保
九

年
九
且
二
十
七
日
不
破
係
七
・
飯
沼
忠
兵
衛
が
命
ぜ

ら
れ
、
役
科
五
」l
有
光
を
賜
は
り
、
こ
の
俊
一

人
役

と
な
っ
た
。

イ
フ
ウ
ザ
イ
ギ
ヨ

五
九

異
風
裁
許

御
問
問
風
統
的
は

イ
ヒ
ム
ロ

飯
室

m
羽
咋
郡
白
木
院
に
臨
す
る
邸


